
大槌町姉妹都市生徒間交流派遣事業

日時：平成 年 月 日（月・祝）

会場：シーサイドタウンマスト内１階センターコート

主催：大槌町教育委員会

今年３月、町内に住む中高生７名が、大槌町の姉妹都市であるアメリカ
カリフォルニア州フォートブラッグ市を訪問しました。彼女達が得た
学びや成果を、多くの皆様にお伝えするため、報告会を開催します！



フォートブラッグ市は、アメリカ・カリフォルニア州サンフランシスコ市から
北に240キロ、大槌町と緯度がほぼ同じ39度20分の場所に位置する人口約7,000人
の街です。
「第17回全国豊かな海づくり大会」のプレイベントとして、平成８年に開催した

「三陸シーフードフェア」がきっかけで交流が始まりました。平成13 年度からは
両市町の中高生がホームステイ等で交流を深め、友好関係をさらに促進するため、
平成17年度に姉妹都市締結を行いました。
平成23年の東日本大震災により交流事業は一時中断しましたが、そのような状況

の中、フォートブラッグ市国際交流協会のメンバーが中心となり大槌町救援基金を
創設。多くのフォートブラッグ市の皆様に御尽力いただき、大槌町に多額の義援金
をいただきました。
そして、平成27年度からは大槌町として交流事業を再開し、現在に至ります。

●田中 杏奈（大槌学園８年生）： 今回の研修で学んだことをわかりやすく伝えら
れるよう頑張ります！

●永井 瑚夏（大槌学園９年生）： 現地で何を学んだのか、何を感じたのか、熱意
を持って伝えます！

●釜石 莉吏（吉里吉里学園８年生）： 聞きに来てくれた人がフォートブラッグに行き
たいと思えるよう伝えます！

●土手 愛菜（吉里吉里学園９年生）： 自分が思ったことを、わかりやすく伝わるよう
に話します！

●三浦 叶夢（大槌高校２年生）： フォートブラッグとの文化の違いや、どんな
体験をしてきたのかわかりやすく伝えます！

●高清水あいり（大槌高校３年生）： フォートブラッグの魅力を発表します！ぜひ
いらしてください！

●谷池 舞子（大槌高校３年生）： フォートブラッグで学んだ異文化や体験を伝え、
大槌の皆さんと共有していこうと思います！


